



講習会入会契約に関するトラブルの内容証明郵便記載例

あくまでも記載例ですので、内容に関しましては、専門家にご相談ください。

通　知　書

　当社は、貴社の当社に対する令和〇〇年○月○日付請求書に対し、以下のようにご通知致します。

さて、貴社は、令和△△年△月△日に貴社と当社との間で○○入会契約が締結されたとして、当社に対し、年会費、受講料及びテキスト代等の名目で金銭を要求しております。

しかし、当社は、入会金以外の費用を一切負担しないとの内容の契約に同意したに過ぎません。

したがいまして、貴社の主張するような年会費等を必要とする○○入会契約なるものは全く成立しておりません。

仮に、貴社の主張する○○契約が成立していると仮定しても、当該契約に入会金以外の金銭の支払いが義務づけられていることを当社は一切知らされておらず、そのような内容の契約であれば当社は○○契約は締結していませんでしたから、本○○契約は、錯誤により無効であります（民法第９５条）。

また、仮に○○契約に入会金以外の金銭の支払義務があるとするならば、貴社は当社に対し、本○○入会契約には年会費等の支払いは不要であるかのように虚偽の説明をされていたことになりますから、貴社の行為は、民法第９６条１項の詐欺に該当致します。そこで、当社は貴社に対し、本書面をもって、民法第９６条１項に基づき、本○○入会契約を取消す旨の意思表示を致します。

以上のように、本○○入会契約はそもそも不成立であるか、成立していたとしても錯誤または詐欺取消しにより無効となっておりますので、当社は貴社に対し、何らの債務を負担するものではなく、貴社の請求には応じられないことをご通知致します。

令和□□年□月□日

　　大阪市中央区船場中央△丁目△番△号

△△株式会社

代表取締役　○○　○○　印

東京都××区××町×丁目×番×号

　××××協会

　　代表者　××　××　殿

